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■コロナの奇禍を奇貨にしよう
　新型コロナウイルス感染症は厄介な病気です。感染
力も強く， 1～ 2年程度の長期戦を覚悟しなければな
らず，併せて経済も動かさなくてはなりません。その
結果，コロナ禍が新しい働き方をもたらしました。典
型はテレワーク，特に在宅勤務です。
　新しい働き方の導入においては，まずは労働法を中
心としたCompliance上の問題を解消することが必要
です。Complianceで思考停止するのではなく，新しい
働き方と社員の生産性や労働力の調達の関係まで考え
てください。これは経営に課せられた役割です。
　統計によれば，コロナが落ち着いたら従来の働き方
に戻すとしている企業も多いようです。しかし思い出
してください。コロナ前の日本の労働生産性は先進諸
国の平均以下でした。従来に戻るという漠然とした方
針では不十分です。コロナという“奇禍”を“奇貨”に，
逆に利用して，働き方の変革を進めましょう。
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